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あらまし：本報では，アンケート調査から明らかになった技能五輪全国大会で実施されている競技種目の

パフォーマンス（成績）へ影響する共通の要因について述べる．アンケートは，熟達研究の知見から「選

手」「指導者」「訓練環境」の三要因からパフォーマンスに影響する 42 項目について問いかけたものであ

る．アンケート分析では，42 項目を選手・指導者の受賞有無の二群に分けて統計検定から技能獲得概念

モデルを構築した．指導者は，技能獲得概念モデルから選手が受賞するための学習方略を知ることができ

る． 
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1. はじめに 

技能五輪全国大会は，青年技能者の技能レベルの

日本一を競う競技大会である．ここでは，人の感覚

や経験に頼るアナログ的なパフォーマンスが競われ

る．技能五輪全国大会は，2 年毎に開催される国際

技能競技大会への派遣選手選考会をかねた大会でも

ある．筆者らが所属する職業能力開発総合大学校は，

厚生労働省の所管であり，全 40 職種中 14.8 職種（過

去 4 年平均）の競技委員を努めている(1)． 
これまで多くの技能研究がなされてきた(2)．しか

しながら，技能五輪競技大会を対象とした技能研究

は少ない．例えば，「認知負荷」と「認知方略」の二

つの視点での訓練法の提案などがなされてきた(3)．

これまでの技能研究は選手のみを分析対象とするも

のであり，選手を取り巻く環境要因までを含めた分

析はなされていない． 
本報では，技能五輪全国大会で実施されている競

技種目のパフォーマンス（成績）へ影響する共通の

要因から構築した技能獲得概念モデルを述べる． 
 

2. アンケート調査 

2.1 アンケート作成 

本調査で利用したアンケート作成手順については，

技能科学研究誌(4)で述べた．本節では，その要約を

述べる． 
アンケート作成では，まず測定対象となる構成概

念を過去の文献などから確認した．ここでは，卓越

したパフォーマンスについてスポーツや音楽領域の

熟達研究から調査した．パフォーマンスの定義は，

人が持つ潜在的な能力とする場合もあれば，ある場

面に発揮された能力とする場合もある．本アンケー

トではパフォーマンスを後者の立場で使用する． 
技能競技大会出場選手の技能獲得の仮説概念は，

「選手」，「指導者」，「訓練環境」の三要因で示す．

そして，選手の技能は，「指導者」と「環境」とそれ

らの相互作用により，「選手」の技能を最大化する方

向に作用しながら獲得されていくものと定義する．   
その結果，「選手」の詳細要因として，「技能向上

への熱意」，「経験年数」，「作業への注意力」，「作業

の最適化」，「睡眠時間」などを設定した．また「指

導者」の詳細要因として，「競技参加回数」，「ノウハ

ウの蓄積」，「訓練計画」，「適切な訓練指導」などを

設定した．また，「訓練環境」の詳細要因として，「練

習時間の配慮」，「設備などの充実」，「会社や学校か

らの期待」，「入賞後の優遇」，「育成選手数」などを

設定した．設定した要因は 42 項目である． 
この仮説概念を基に指導者用と選手用の２種類の

アンケートを作成した．アンケートの設問数は指導

者が 44 個，選手が 58 個である．アンケートの設問

の種類は，単一選択型，複数選択型，リミテッドア

ンサー型，自由回答/自由選択型，順位型である． 

 

2.2 郵送アンケートの回収率 

 アンケートは，第 55 回技能五輪全国大会にお

ける「機械組立て」，「抜き型」，「精密機器組立て」，

「機械製図」，「電気溶接」，「電子機器組立て」，「家

具」，「建築大工」，「移動式ロボット」の 9 職種で

実施した．指導者向けアンケートの回収率は

73.6％（回答数 143 件/発送数 193 件），選手向け

アンケートの回収率は 79.4％（回答数 297 件/発送

数 374 件）であった．郵送アンケート調査の回収

率は概ね 30%前後と言われている．郵送アンケー

トの回収率向上のために，当校の教員が主査を務

めている職種に絞って実施した．また，調査目的

と調査結果を公開する趣旨の手紙も同封した． 
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受賞経験がある指導者は 143 人中 80 人であっ

た．受賞経験のある指導者の割合は，55.9%であ

った．一方，受賞した選手は 297 人中 99 人であ

った．受賞の内訳は，金賞，銀賞，銅賞，敢闘賞，

職業能力開発総合大学校長特別賞がある．受賞し

た選手の割合は，33.3％であった． 

 
3. アンケートの分析 

図１に技能五輪出場選手の技能獲得概念モデルを

示す．技能獲得概念モデルは，「選手」「指導者」「訓

練環境」の三要因からパフォーマンスに影響すると

考えられる 42 項目に対して，選手・指導者の受賞の

有無の二群から統計的な検定から構築する．☆をつ

けた選手側の「競技の成績」と指導者側の「指導選

手の成績」のそれぞれで二群に分けて統計的な検定

を行った．環境要因は選手側のアンケートに含めた．

**は１%有意差，*5%有意差を示している．また，

10%の有意差を†として参考に示した． 
図１の左上の「選手」の要因を説明する．受賞へ

は課題練習時間が大きく影響する．選手の時間的な

リソースは限られるため企業側からの訓練時間の優

遇がなければ課題練習時間の確保が難しい．また受

賞選手は，練習法として，「作業細部への注意」→「作

業の評価」→「改善点の把握」のセルフモニタリン

グを確立している． 
次に，図１の右上の「指導者」の要因を説明する．

練習の質と量が選手のパフォーマンスに影響するた

め，指導者は，技能五輪に特化した練習メニューや

作業テクニックや技能データの蓄積がなければ練習

の質の担保が難しい．また，技能を学ぶ上で基礎と

なる「適切な身体の位置や動き」，「優れたメンタル 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の持ち方」を教えることも大切である．また，きめ

細やかな指導を実現するためには，「選手の特性に合

わせた指導」も大切となる． 
最後に，図１の中央下の「訓練環境」の要因を説

明する．訓練環境の「訓練体制」として，「多くの競

争相手」が受賞に関係している．多くの選手がいな

ければ，選手の選抜会もなく，ライバルも生まれに

くい．更に，モチベーションの維持も難しい．また，

企業側から訓練時間の優遇があればそれだけ練習時

間の確保ができるため受賞の確率が高まる． 
 
4. おわりに 

 本報では，技能五輪全国大会出場選手の技能獲得

概念モデルを述べた．本研究の特色は，選手を取り

巻く環境要因までを含めた分析をしている点にある．

指導者は，技能獲得概念モデルにより，選手が受賞

するための学習方略を知ることができる． 
 今後，効果量（Effect Size）の多い要因の重回帰分

析を行う．また，統計的な外れ値の選手を対象に練

習環境のヒアリングを実施して補完要因についても

明らかにしていく． 
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図１ 技能五輪全国大会出場選手の技能獲得概念モデル 
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